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２００９年（ワ）第３５２６２号謝罪及び損害賠償請求事件 

原告 夏振東 外８０名 

被告 日 本 国 

 

意 見 陳 述 書 

 

２０１０年１月２７日   

東京地方裁判所民事第１３部 御中 

 

        中華人民共和国四川省松潘県 

          重慶大爆撃被害対日賠償請求訴訟原告  馬 福 成 

 

 

１ 私は四川省松潘に住む馬福成と申します。回族です。１９４１年６月２３ 

日に日本軍が行った松潘爆撃の犠牲者の遺族です。私の家では、祖母、叔母、

従兄弟の３人が松潘爆撃で殺されました。 

 私は、１９４６年生まれですが、子供の頃から、祖父と両親から、残虐な

松潘爆撃のことや、私の家族の被害のことを聞いて育ってきました。 

 私は、多くの日本の皆さんに、松潘爆撃の事実を知ってもらいたいという

気持ちで、来日しました。 

 

２ 松潘県は、中国四川省の奥地に位置しており、海抜3000ｍの高地です。  

 ２００８年５月１２日の四川大地震の震源地よりもっと奥の方です。爆撃

当時から、松潘城内には、回族、チベット族、チャン族の少数民族がたくさ

ん住んでいました。 
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 松潘の回族の大半は、明朝末から清朝初期にかけて、陕西省から移り住む

ようになった人たちです。私の祖先も清朝初期に陕西省から松潘に来て生活

するようになりました。 

 私の祖先は、代々ヤクの肉を売る商売を行っていました。私の家の商売は、

徐々に軌道にのるようになり生活も安定してきました。私の祖父の代になっ

て、松潘県城の東門の外側に一亩余りの土地を購入し、そこに二階建ての家

を建てて住むようになりました。 

 

３ まず松潘爆撃の概要について話します。 

  日本軍は、１９４１年６月２３日、松潘に対して無差別爆撃を加え、松潘 

の人民に許し難い、非人道的な犯罪行為をおかしました。 

 ６月２３日の午前１１時すぎ、日本軍の飛行機は松潘県の中心の松潘城内

に大規模の無差別爆撃を行いました。当時の松潘城内の家屋はほとんどが木

造家屋であったため、火は松潘城内の商店や民家を燃やし、松潘城は瞬時に

火の海に変わりました。 

 この６月２３日の松潘爆撃の結果、松潘の一般住民５００名が死亡し、７

００人余の人が受傷しました。 

 県城内では回族が多く住んでいたため、死者の中では回族の犠牲者が最も

多数でした。他にチャン族、チベット族、漢民族も被害を受けました。 

 当時、松潘の県城には三つの回族のお寺がありましたが、そのうち下清真

寺と北清真寺は日本軍の爆撃で破壊されました。 

 ほかに県城内のお寺では、チベット族の寺院や漢民族の仏教寺院２か所も

破壊されました。 

 また３つの橋が破壊され、学校、病院、銀行、中国明の時代の城壁と公共

施設が破壊される重大な被害を受けました。 

 また日本軍の爆撃で、松潘県城内の四大商店も破壊され、数百軒の様々な
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店舗が店を閉じました。日本軍の爆撃による経済的損失は数億銀貨にものぼ

ります。松潘の住民にとって大事な財産である家畜もたくさん爆撃で殺され

ました。 

 

４ 次に私の家族の被害についてお話しします。 

 １９４１年の松潘爆撃の当時、私の家は７人家族で松潘に住んでいました。

祖父馬文其（当時５８歳）は、ヤクの肉を販売していました。祖母の馬馬氏

（当時５５歳）は専業主婦で家事と農作業をしていました。 

 父馬啓俊（当時２６歳）は、祖父の商売を手伝いながら、家の農作業もや

っていました。母馬文珍（当時２５歳）と叔母馬啓秀（当時２８歳）は、農

作業を手伝っていました。その他に同居していた家族として従兄弟周依布拉

（当時４歳）と従姉周秀珍（当時６歳）がいました。 

 当時、私の家は、祖父と父二人が商売をしていたので生活は比較的裕福で

した。 

 日本軍が松潘を爆撃した６月２３日、私の家族は、朝から、祖父馬文其と

父馬啓俊、母馬文珍、従姉周秀珍の４人は、松潘城外の近くの山にあった畑

に出かけて農作業をしていました。 

 家には、祖母馬馬氏と叔母馬啓秀、従兄弟周依布拉の３人が残っていまし

た。 

祖母と叔母は、畑で農作業をしている４人の家族のために昼ご飯を作ってい

ました。 

 ２３日の松潘爆撃では、私の家があった東門の近くも激しく爆撃を受け、

東門周辺の城壁も壊されました。不幸にも、私の家は、日本軍が落とした爆

弾を受けて破壊され、家の中にいた祖母の馬馬氏、叔母の馬啓秀、従兄弟の

周依布拉の３人が死亡しました。 

 畑で農作業をしていた祖父と両親は、松潘県城への爆撃が始まったので家
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族が心配で家のある方向に走りだしました。家に駆けつけた時には日本軍の

爆撃はすでに終わっていましたが、家は瓦礫の山になり家族は死亡したあと

だったのです。祖父らはすぐに瓦礫の山から３人の肉親の遺体を掘り出しま

した。私の家はイスラム教徒ですので、祖父と両親は、イスラム教徒の援助

を受けて、爆撃で亡くなった３人の遺体を東門近くの山に埋葬しました。 

 こうして私の家族は、３人の肉親を殺されたうえ、家を失って行く場所の

ない状態になりました。 

 爆撃後、残された祖父、両親たちは、岷江河の東岸にある東裕村の荒地に

洞窟を掘り、土で壁を塗り堅め、そこで身を隠しました。 

 裁判官の皆さん、何の罪もない肉親が殺された家族の心情はどんなもので

あるかご存知ですか。 

 私の家は日本軍の松潘爆撃によって極貧の生活を強いられましたが、イス

ラム同胞の援助でなんとか生き延びました。 

 

５ 松潘は、中国と日本の戦場とは遠く離れており、何の軍事施設もなく、政 

党や軍の指令機関もありませんでした。 

 そのような松潘に日本軍の飛行機は爆弾を大量に落とし、また機関銃によ

る攻撃を行いました。 

 日本軍が行った松潘爆撃は、法的にも、道徳的にも全く間違っています。 

松潘に住んでいる少数民族の回族、チャン族回、チベット族も、また漢族同

胞も手に武器の持っていない平民百姓です。 

 日本軍の爆撃機は、松潘の小学校にも爆弾を投下し、小学生の百名余りを

殺しました。裁判官の皆さん、無差別爆撃によって松潘の小学生を虐殺した、

この許しがたい蛮行の事実を覚えておいて下さい。 

 

６ 松潘の爆撃被害者は、肉親を爆撃で殺され、苦しい生活を強いられてきま 
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した。私の家も日本軍の爆撃により３人の家族が殺され、生き残った家族は

心に大きな傷を負って暮らしてきました。 

 しかし、中華人民共和国が設立後、私たちの生活は徐々によくなりました。

現在、私の家は、孫にも恵まれ６人家族です。裕福ではありません安定した

生活を送れるようになりました。 

 中国と日本の国民は同じく戦争の被害者です。私たちは日本が真摯に歴史

を認め、日本が犯した戦争により被害を受けた各国の被害者に謝罪すべきで

あると思います。日本はドイツを見習って過去の負の歴史を認め、後代の人

が歴史の真実を知るように教育を行うと同時に、歴史を清算し、被害者に謝

罪と賠償を行って欲しいです。 

 こうすることこそ、中国と日本の後代が世世代代友好ができ、私たちは日

本の過去を許し、永遠に明るい未来へ進めることができます。 

 日本政府が、松潘爆撃の事実を直視し、松潘の爆撃被害者とその遺族に謝

罪と賠償行うことを強く求めています。 

                                                                以上 




